












シリーズ 国際シンポジウム ; 49
































































フェアバンク（中国名：費正清）『中華の世界秩序』（JohnKingFairbank,The Chinese World Order: 











































































































































































































































































































































































































　4．X 軸と Y 軸の交差、および対角線による表示の中で、X 軸の「朋友倫」は「夫婦倫」を経て Y 軸に向かう。更に
































































　4．X 軸上下と Y 軸の左右に、それぞれ虚線で交差する兄前線と弟後線があり、Y 軸に沿って祖、父、我、子、孫な
ど五階層で構成される平行虚線がある。これには前後対等の意味があるが、倫理秩序上では優先順位を示す。
























































































































































































































































































33 『旧唐書』一九四下巻、列伝第一四四下「突厥下」（台北：鼎文書局、1980 年）、5180 頁。
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中国における伝統的国際関係の「五倫国際関係論」規範の理論構造
して、華・夷・漢・胡天下共主の国際的地位を得るまであと一步の所まできたが、残念ながら王
朝は短命に終わった。
　婚姻を犠牲にして天下の安泰に貢献した歴代の和親公主がどうしても馴染めなかった風習は、父
の妻を子が継ぎ、兄の死後、弟がその妻を継ぐ「収継婚」制度であった。父が死ぬと、子が「群
母」（生母を除く）を妻とする陋習は、「群母」を財産とするもので、生命のある「人」として見て
おらず、まとめて「継承」するモノとして扱った。多くの例にも見られるように、和親公主はカ
ルチャーショックに直面し、上表して帰郷を請願し、「乱倫」による婚姻を拒絶した。一方、匈奴
や突厥などの西域民族は、慣例に従い上表して、前代の公主を自分の妻とするよう請願した。天
子または中国の皇帝として、戎狄を懐柔し天下の安定などの政治的考慮もあり、更にまた「中華
世界秩序原理」の「以不治治之論」による「俗に因りて宜しく制す」という原則もあり、その慣
習に従うよう詔書を下すのが常だった。自分の実の娘、または宗室の女性である公主は郷に入ら
ば郷に従わねばならなかったのである。隋朝の天子、また臣民から見ても、これは天下を治める
ための「以不治治之論」という統治原理だっただけでなく、「民族自治」また「地方自治」の意味
を持っていた。「鶏に嫁すれば鶏に随じ、犬に嫁すれば犬に随じ」なければならなかった和親公主
は、異郷に骨を埋める「終生大使」また「親善使節」だったのである。
5．結　論
　隋文帝開皇二年（582 年）、突厥は南下して汗国を建て、ついに新たな王朝を建てて隋朝と対抗
した。その後、突厥は分裂して東西二つの汗国となる。東突厥の沙鉢略可汗は隋の北境に、西突
厥の達頭可汗は隋の西北方に割拠した。隋の文帝は東西突厥の対抗を契機とし、和親政策を利用
して、東突厥の沙鉢略可汗と連合して西突厥に対抗しようと画策する。同様に、東突厥の沙鉢略
可汗も西突厥に対抗するために和親を利用して、隋と連合して西突厥に対抗し、突厥の覇王とな
り、国際政治上で頭角を表そうとした。突厥を首とする西域の戎狄にとって、「和親」とは友情の
証であったが、次第に変化して、連合して敵に当たるための盟友の証となった。こうして、「和
親」は、隋朝と突厥間の同盟の道具となり、国際政治のパワーバランス配分において重要な役割
を果たすようになった。
　このような理由から、沙鉢略可汗は和親の名において千金公主の降嫁を願った。彼は、「皇帝＝
婦父」、「可汗＝児例」という「君父 vs. 臣子」の秩序に従って隋の文帝に書信をしたため、「羊馬
vs. 繒綵（絹織物）」などの物資の流通、財産を共有すること＝「此国の所有する羊馬、すべて皇
帝の畜生なり」vs.「彼に繒綵有らば、すべて此の物」と述べ、「両境殊れども、情義は一つなり」
と強調した。また中華と突厥双方の信頼関係を培い、「親旧を重畳」して、「子子孫孫、終に違約
せざる」ようにして、東洋的特色を持つ階層的「天下共同体」を構築しようとした。
　隋の文帝は和親に基づいて、大隋天子が沙鉢略可汗の「婦公」＝「妻父」であり可汗を子と見
なしていることを強調した。家族倫理に立脚し、「常使」を遣わす外に、特別に「専使」を家族の
代表として派遣し娘を訪問し、その家族である婿＝沙鉢略可汗にもご機嫌伺いをした。隋と突厥
の二国は「夫婦倫」の倫理と典範に従い、「夫婦之邦」を形成した典型的な例である。文帝は周辺
異族の思考と生活を良く理解していたため適切な対応を取ることができた。隋は和親を利用して
突厥を「五倫国際関係論」の下にある「夫婦倫」秩序の中に組み込み、隋を天下の中心とする階
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層的国際秩序を構築したのである。
　「翁婿之邦」の情は深く、突厥の沙鉢略可汗は文帝・楊堅に礼を尽くした。国際政治の上では
「可汗 vs. 皇帝」という称号は対等だが、「皇室」である家族倫理においては、「夫婦之邦」の「夫
婦倫」が主となり、沙鉢略可汗は自分を婿として、妻の父を尊称である「翁」と呼び、「翁婿関
係」＝「女婿 vs. 岳父」が形成された。これには子子孫孫、新密度が加わり末永く関係が続く願
いも込められていた。国際経済から見ると、突厥は双方物資について、「私の物は貴方の物、貴方
の物は私の物」という態度を表明し、羊馬や繒綵を自由に交換し、「翁婿分治」の天下において、
「財経共享、互通有無」という理想のユートピアを造り上げようとした。文帝も「大隋天子から大
突厥沙鉢略可汗へ」と対等の称号で可汗を呼んでいるが、自分を「婦公」＝妻の父と自称し、沙
鉢略可汗を息子と見なしている。二国の関係は一家のようで、時に応じて特使を遣わして娘を訪
問し、婿のご機嫌伺いもするという形で、双方の情を強め、天下を一家としようと努めた。和親
は、他国を自国の家族倫理秩序の下に置き、「夫婦之邦」という天下型国際関係を構築するもので、
「夫婦倫」という倫理によって天下の規範とし、良い循環を生む古典的国際関係である。これは、
実に今日の西洋型の国際関係には真似できないもので、国際関係の「典範」と言っても過言では
あるまい。「天下一家」という国際関係は、「倫理」と「典範」の概念に基づいて構築されている
が、そのルールは人々が熟知しているもので、遵守も容易である。また良い循環を生む国際関係
にも転化きる。このように、今日の国際関係において典範とすべきなのはこの「倫理」なのであ
る。
　隋の文帝はその豊かな国力をバックに「天下一家」に向けての和親政策を遂行し、中華世界の
秩序を構築して天下に泰平をもたらそうとした。そのため突厥から「聖人可汗」との尊称を得る
ことになり、これは漢の時代以降、天下の主が得た最高の尊号であった。隋の煬帝も国際関係に
おいて父業を継承し、突厥からの賞賛を受けた。「至尊、今なお聖人先帝の如く、天下を捉え四方
に坐すなり。また臣及び突厥百姓を養活し、実に少短無し」と言われた。煬帝は褒賞を与えるこ
とを惜しまず、国際政治にも長けていた。前代が累積した国力をバックに突厥に臨み、四方の首
長を中原に朝貢させただけでなく、突厥の君臣や百姓までも養うことにより、一種の古典的、華・
夷を包括した「隋・突厥共同体」を確立し、「天下共同体」の雛型ともなった。そのために、突厥
から「至尊可汗」との尊称を送られることになった。
　このように隋朝の二代の皇帝を見ると、文帝は政治に励み民を愛し、北方の胡人をも優遇した
ために「聖人可汗」との尊称を送られ、煬帝も前代が積んだ豊かな国力に基づき突厥を支配し、威
厳と厚遇を兼備していたため、同様に「至尊可汗」と呼ばれた。これは文帝「聖人可汗」に続き、
漢以来の天下の主に送られた最高の尊称である。中でも、「臣および突厥の百姓を養活す」、また
「実に少短無し」は特に重要である。なぜならこれが、「隋・突厥共同体」または「天下共同体」
の実質的内容を示しており、隋が頼れる父母のようだったことを表しているからである。隋は啓
民可汗を厚遇したため、「跪伏甚恭」という結果を得た。ここからも煬帝が外交においてその父文
帝の功業を継承し、国際政治に長けていることがわかる。彼は漢時代以降の天下の主の中で、そ
の功業のゆえに草原民族からの尊敬を集めた皇帝となり、長年の積み重ねの結果として、「汗」と
の尊称が従前より不断に高まり、更なる重要性を帯びるようになった。かくして、後世の唐太宗
は、まさに隋朝二代の苦心により稔った成果にもとづいて、それを継いで更なる発展を目指し、
「聖人可汗」に加えて「至尊可汗」などの政治的な実績の基礎の上に、史上、前例のない「皇帝天
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可汗」の栄誉と華夷の共存共栄的な「天下共同体」を創出した。最も困難で貴重な達成としては、
この「天下共同体」を《中華世界秩序原理》の〈以不治治之（不治を以て之を治める）論〉による
「人、時、地、俗、教によって宜しきを制する」ことで、「民族自治」、「汗國自治」、「地方自治」
を形成し得たことである。「聖人可汗」と「至尊可汗」の苦心の統治の下、隋朝は「隋厥共同体」
を開花させ、一方、唐朝は「皇帝天可汗」の「天下共同体」という果実を結実させた。その中で、
「和親公主」は、華夷「天下共同体」を連繫させる紐帯としての役割を演じ、遂に永続的な「天下
共同体」の「周辺自治体」の終生大使となったのである。
